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中原爽　　   逝去前理事長
元 学 長

年　６　回

開
院
10
周
年
迎
う

　
東
京
・
多
摩
ク
リ
ニ
ッ
ク

右より中原爽、實、泉、ひさえ（昭和41年２月４日・羽田空港）

江面教授（左）、藤井学長

東
京
本
館
改
修
工
事
終
わ
る

　
２
０
２
０
年
４
月
よ
り
す
す
め
て
い
た
本
学

の
東
京
富
士
見
の
本
館
棟
の
設
備
改
修
は
、３
年

５
ヵ
月
の
工
期
を
経
て
本
年
９
月
に
終
了
し
た
。

　
工
事
は
、
地
上
11
階
・
地
下
２
階
の
延
床
面

積
一
七
、二
八
一
・
六
㎡（
五
二
三
坪
）
の
電
気
・

衛
生
・
空
調
に
関
わ
る
設
備
改
修
で
あ
る
。

　
本
館
棟
は
築
30
年
に
な
る
た
め
、
コ
ロ
ナ
下

で
学
生
授
業
等
の
な
か
、
上
階
フ
ロ
ア
ー
か
ら

順
次
す
す
め
ら
れ
た
。
10
月
初
旬
よ
り
全
室
が

従
前
の
各
室
に
も
ど
っ
た
。

『
な
い
手
が
痛
む

　
　
　
撫
で
よ
う
が
な
い
』

高
須
唖
三
昧
・
一
九
九
三

　
　「
短
歌
俳
句
川
柳
101
年
」

　
　
　
　
　（
新
潮
10
月
臨
時
増
刊
号
）

　
本
学
の
中
原
爽
前
理
事
長
・
元
学
長
は
、
令
和
４
年
９
月
21
日
、
東
京

富
士
見
の
本
学
附
属
病
院
に
お
い
て
、
多
臓
器
が
ん
の
た
め
死
去
し
た
。

享
年
86
歳
。
葬
儀
は
、
家
族
葬
で
営
ま
れ
た
。

日
本
歯
科
医
師
会
長
９
年

参
議
院
議
員
を
２
期
12
年

　
中
原
爽
先
生
は
、
昭
和
11

年
１
月
26
日
に
生
ま
れ
、
昭

和
35
年
３
月
に
日
本
歯
科
大

学
を
卒
業
（
優
秀
賞
）
し

た
。
第
49
回
卒
。

　
昭
和
46
年
３
月
に
は
、
日

本
大
学
医
学
部
を
卒
業
（
総

長
賞
）
し
た
。

　
昭
和
47
年
４
月
、
日
本
歯

科
大
学
教
授（
口
腔
外
科
学
）。

　
昭
和
49
年
４
月
、
日
本
歯

科
大
学
歯
学
部
長
。

　
昭
和
56
年
４
月
、
日
本
歯

科
大
学
学
長
（
平
成
３
年
３

月
ま
で
）

　
昭
和
59
年
８
月
、
学
校
法

人
日
本
歯
科
大
学
理
事
長
。

（
平
成
12
年
７
月
ま
で
）

　
平
成
３
年
４
月
に
は
、
日

本
歯
科
医
師
会
長
・
日
本
歯

科
医
師
連
盟
会
長
に
就
任
し

平
成
12
年
３
月
ま
で
３
期
９

年
間
を
務
め
た
。

　
平
成
７
年
７
月
、
第
17
回

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
の
比

例
区
代
表
で
初
当
選
し
、
自

由
民
主
党
の
参
議
院
議
員
と

な
る
。

　
平
成
12
年
７
月
、
総
理

府
・
総
括
８
政
務
次
官
に
就

き
、
同
12
月
ま
で
務
め
た
。

　
平
成
13
年
７
月
に
、
第
19

回
参
議
院
通
常
選
挙
で
再
当

選
し
、
２
期
12
年
を
務
め

た
。

　
平
成
19
年
に
旭
日
重
光

章
。
昭
和
39
年
に
歯
学
博

士
、
同
49
年
に
医
学
博
士
。

江
面
教
授
（
新
潟
総
診
）
最
終
記
念
講
義

　
新
潟
生
命
歯
学
部
新
潟
病

院
総
合
診
療
科
の
江
面
晃
教

授
の
最
終
記
念
講
義
は
、
10

月
20
日
新
潟
講
堂
に
お
い
て

開
催
さ
れ
、
学
生
・
教
職
員

多
数
が
聴
講
し
た
。
演
題
は

「
我
が
半
世
紀
の
あ
ゆ
み
」。

　
講
義
終
了
後
、江
面
教
授
に

中
原
泉
理
事
長
よ
り
記
念
品

が
贈
呈
さ
れ
、藤
井
一
維
学
長

等
よ
り
花
束
が
贈
ら
れ
た
。

公
　
　
告

学
校
法
人
日
本
歯
科
大
学
の
理
事

を
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

（
任
期
・
令
和
４
年
10
月
５
日
か

ら
令
和
６
年
10
月
４
日
ま
で
）

理
事
長�

中
原
　
　
泉

理
　
事�

藤
井
　
一
維

理
　
事�

中
原
　
　
貴

理
　
事�

小
林
隆
太
郎

理
　
事�

蓮
見
　
壽
伯

学
校
法
人
日
本
歯
科
大
学
の
監
事

を
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

（
任
期
・
令
和
４
年
10
月
５
日
か

ら
令
和
６
年
10
月
４
日
ま
で
）

監
　
事�

高
橋
　
賢
一

監
　
事�

加
藤
　
暢
一

令
和
４
年
10
月
５
日

学
校
法
人
　
日
本
歯
科
大
学

学
校
法
人
日
本
歯
科
大
学
の
評
議

員
を
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

（
任
期
・
令
和
４
年
10
月
５
日
か

ら
令
和
６
年
10
月
４
日
ま
で

評
議
員�

中
原
　
　
泉

評
議
員�

藤
井
　
一
維

評
議
員�

菊
池
憲
一
郎

評
議
員�

内
川
　
喜
盛

評
議
員�

小
林
隆
太
郎

評
議
員�

中
原
　
　
賢

評
議
員�

小
松
﨑
　
明

評
議
員�

若
槻
　
紀
寿

評
議
員�

近
藤
　
勝
洪

評
議
員�

橋
本
　
博
之

評
議
員�

冨
田
　
武
夫

令
和
４
年
10
月
５
日
　

学
校
法
人
　
日
本
歯
科
大
学

公
　
　
告

　
本
学
の
口
腔
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
多
摩
ク
リ
ニ
ッ

ク
（
東
小
金
井
）
は
、
今
年

で
開
院
10
周
年
と
な
る
。

　
菊
谷
武
院
長
を
中
心
に
、

小
児
発
達
療
法
チ
ー
ム
は
、

発
達
期
障
害
の
あ
る
子
供
た

ち
へ
の
口
腔
機
能
の
支
援
に

取
り
く
ん
で
い
る
。
合
言
葉

は
、　
子
ど
も
の
〝
く
ち
〟

を
は
ぐ
く
む
　
。
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立冬 学校法人の理事会・評議員会（新潟とのTV会議） 晩秋
▼
吉
田
直
人
先
生
（
58
回

卒
・
仙
台
市
）
は
、
こ
の
ほ

ど
歯
周
病
の
予
防
改
善
や

全
身
の
ス
キ
ン
ケ
ア
に
使
う

口
腔
湿
潤
ジ
ェ
ル「
ヒ
ュ
ー

マ
ン
ケ
ア
ラ
ベ
ン
ダ
ー
ジ
ェ

ル
」を
開
発
し
販
売
さ
れ
た
。

　
先
生
は
、
治
癒
力
を
向
上

さ
せ
る
と
い
う
口
腔
内
の
善

玉
菌
の
増
殖
促
進
に
注
目
し

ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
の

復
興
支
援
を
兼
ね
て
、
自
ら

自
然
農
法
で
ラ
ベ
ン
ダ
ー
を

完
全
無
農
薬
栽
培
し
、
独
自

の
方
法
に
よ
り
主
成
分
と
な

る
天
然
成
分
オ
イ
ル
を
抽
出

さ
れ
ま
し
た
。

　
15
年
に
お
よ
ぶ
研
究
は
昨

秋
に
完
成
し
、
先
生
が
社
長

を
つ
と
め
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
企

業
「
あ
・
ラ
ベ
ン
ダ
ー
ド
ッ

ト
コ
ム
」
で
製
品
化
し
、
口
腔

か
ら
素
肌
ま
で
の
ト
ー
タ
ル
健

康
製
品
と
し
て
販
売
さ
れ
て
い

ま
す
。（
連
絡
先

：

〇
二
二
―

二
六
五
―
四
一
四
一
）

　
吉
田
先
生
は
、
仙
台
歯
科

医
師
会
長
、
宮
城
県
歯
科
医

師
会
長
等
を
歴
任
さ
れ
、
現

在
も
日
本
歯
科
医
師
会
代
議

員
を
つ
と
め
、
舌
鋒
鋭
い
名

論
客
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま

す
。

▼
石
田
房
枝
先
生
（
54
回

卒
・
つ
く
ば
市
）
は
、
小
児

歯
科
専
門
医
で
す
。
先
生
は

赤
ち
ゃ
ん
を
診
る
大
切
さ
か

ら
、
２
０
０
８
年
に
自
ら

「
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
学
ぶ
会
」

を
立
ち
あ
げ
て
勉
強
会
を
重

ね
、２
０
１
４
年
に「
赤
ち
ゃ
ん

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（Baby Dental 

N
etw

ork, BDN

）
を
発
足

し
ま
し
た
。
毎
月
、
つ
く
ば

市
で
赤
ち
ゃ
ん
歯
科
相
談
と

講
演
会
の
活
動
を
つ
づ
け
て

い
ま
す
。

　
あ
わ
せ
て
同
年
、
機
関
誌

『
赤
ち
ゃ
ん
歯
科
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
』
を
発
刊
し
、
歯
科

医
師
、
歯
科
衛
生
士
は
じ
め

赤
ち
ゃ
ん
に
関
わ
る
職
種
が

集
い
、
１
歳
ま
で
の
口
腔
の

成
長
発
育
と
全
身
的
な
発
育

支
援
を
実
践
し
、
研
究
成
果

を
発
信
し
て
い
ま
す
。

　
小
児
歯
科
臨
床
に
50
年
を

捧
げ
た
石
田
先
生
は
、
歯
鏡

子
の
同
級
生
で
す
が
、
在
学

中
か
ら
保
母
さ
ん
の
よ
う
に

優
し
い
方
で
し
た
。

　
B
D
N
事
務
局
は
、Ｆ
Ａ
Ｘ

０
２
９
―

８
２
２
―

３
１
１
４
。

Ｅ
メ
ー
ル
はboosan@plum

.
plala.or.jp

で
す
。

▼
山
田
道
幸
先
生
（
54
回

卒
・
茂
原
市
）
は
、
こ
の
ほ

ど
『
士

さ
む
ら
い・
黙
示
録
―
政
宗

が
南
蛮
の
天
際
へ
放
っ
た
、

中
世
の
〈
は
や
ぶ
さ
〉
』

（
文
芸
社
）
を
出
版
さ
れ
ま

し
た
。

　
先
生
は
、
防
衛
大
学
を
卒

業
後
本
学
に
入
学
し
た
変
わ

り
種
（
失
礼
）
で
し
た
。
在

学
中
、
歯
鏡
子
と
同
じ
文
芸

部
に
所
属
し
『
日
歯
文
芸
』

に
小
説
を
書
き
は
じ
め
ま
し

た
。
卒
業
後
、
サ
イ
パ
ン
島

を
舞
台
と
す
る
ダ
イ
ビ
ン
グ

小
説
『
ギ
ゴ
リ
オ
の
島
』

（
新
人
物
往
来
社
）
を
発
表

さ
れ
、
つ
い
で
日
本
潜
水
事

業
の
父
・
片
岡
弓
八
の
偉
業

を
ま
と
め
た
ノ
ン
フ
ィ
ク

シ
ョ
ン
『
海
底
の
黄
金
』

（
講
談
社
）
等
を
出
版
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
は
、
江
戸
初
期

に
伊
達
政
宗
が
派
遣
し
た
奥

南
蛮
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
）
へ
の

遣
欧
使
節
の
辛
酸
の
７
年
間

を
画
い
た
六
〇
〇
ペ
ー
ジ
に

お
よ
ぶ
大
作
で
す
。
今
年
が

米
寿
の
先
生
の
汲
め
ど
も
尽

き
ぬ
知
識
と
飽
く
な
き
興

趣
、
衰
え
を
し
ら
ぬ
活
力

は
、
凄
ま
じ
い
迫
力
と
深
淵

を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

　
先
生
は
、
日
本
文
芸
家
協

会
に
所
属
す
る
作
家
で
あ

り
、
日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
名
誉

会
員
で
す
。

▼
倉
治
な
な
え
先
生
（
68
回

卒
・
大
森
）
は
、
６
月
23
日

の
日
本
テ
レ
ビ
「
ス
ッ
キ

リ
」
に
出
演
さ
れ
、
コ
ロ
ナ

下
で
の
顎
関
節
症
を
分
り
易

く
解
説
さ
れ
ま
し
た
。
先
生

は
、
に
こ
や
か
な
巧
み
な
語

り
口
で
、
加
藤
浩
次
Ｍ
Ｃ
ら

プ
ロ
を
話
術
に
引
き
こ
ん
で

お
ら
れ
ま
し
た
。

　
先
生
の
メ
デ
ィ
ア
出
演
は

数
え
き
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
の

半
年
間
を
挙
げ
て
み
ま
す
。

・
昨
年
の
７
月
10
日
、
Ｅ
テ

レ
「
す
く
す
く
子
育
て
ど
う

あ
げ
た
ら
い
い
の
？
お
や

つ
」
に
出
演

・
９
月
３
日
、
ス
ポ
ニ
チ

「
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
時
代
の

歯
磨
き
」
の
記
事

・
９
月
７
日
、
Ｔ
Ｂ
Ｓ
ラ
ジ

オ
の
生
島
ヒ
ロ
シ
の
「
健
康

一
直
線
」
に
出
演

・
10
月
29
日
、
ス
ポ
ニ
チ

「
歯
と
認
知
症
」
の
記
事

・
今
年
は
１
月
25
―
29
日
、

Ｔ
Ｂ
Ｓ
ラ
ジ
オ
の
生
島
ヒ
ロ

シ
の
「
お
は
よ
う
一
直
線
―

健
康
ひ
ろ
ば
」
に
出
演

・
２
月
13
日
、
朝
日
新
聞
の

「
子
ど
も
の
歯
磨
き
」の
記
事

・
３
月
11
日
、
Ｔ
Ｂ
Ｓ
生
島

ヒ
ロ
シ
の
「
災
害
時
こ
そ
口

腔
ケ
ア
を
お
ろ
そ
か
に
し
な

い
」
に
出
演

・
５
月
24
日
、
朝
日
新
聞

「
ボ
ン
マ
ル
シ
ェ
」
の
歯
磨

き
特
集
の
記
事
…
等
々
。

　
倉
治
先
生
は
、
平
成
18
年

（
２
０
０
６
）
の
本
学
創
立

１
０
０
周
年
の
記
念
Ｃ
Ｄ
の

ガ
イ
ド
と
し
て
華
や
か
に
登

場
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
晴
れ

や
か
な
、
鮮
や
か
な
案
内
ぶ

り
に
、
皆
さ
ん
、
プ
ロ
の
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
か
と
魅
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
は
、
先
生
は
名

実
と
も
に
〝
歯
科
の
素
晴
し

い
広
告
塔
〟
と
し
て
活
躍
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
御
夫
君
は
倉
治
康
男
先
生

（
62
回
卒
）。
ご
結
婚
の
と
き

〝
美
男
美
女
の
カ
ッ
プ
ル
〟

と
囃
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

▼
村
上
一
枝
先
生
（
名
誉
博

士
・
54
回
卒
・
マ
リ
）
は
、

第
18
回
ヘ
ル
シ
ー
・
ソ
サ
エ

テ
ィ
賞
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部

門
）
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
賞
は
、
日
本
看
護
協
会

と
ジ
ョ
ン
ソ
ン
・
エ
ン
ド
・

ジ
ョ
ン
ソ
ン
K
K
の
主
催
す

る
賞
で
、
健
康
社
会
福
祉
と

生
活
の
質
の
向
上
に
貢
献
し

た
方
に
授
与
さ
れ
ま
す
。

　
授
賞
式
は
、
６
月
２
日
帝

国
ホ
テ
ル
に
お
い
て
開
催
さ

れ
、
中
原
泉
理
事
長
が
臨
席

し
ま
し
た
。

▼
安
井
浩
司
先
生
（
49
回

卒
・
秋
田
）
は
、
原
理
的
な

前
衛
俳
句
で
知
ら
れ
る
現
代

俳
人
で
す
。

　
先
生
は
文
芸
部
に
所
属
し

在
学
中
に
寺
山
修
司
主
宰
の

俳
誌
に
参
加
さ
れ
た
。
永
田

耕
衣
や
髙
柳
重
信
ら
と
交
流

し
、
次
々
に
名
句
を
発
表
し

て
注
目
さ
れ
、
俳
人
と
し
て

髙
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
歯
鏡
子
の
書
棚
に
は
、
10

冊
を
こ
え
る
先
生
の
句
集
が

並
ん
で
い
ま
す
。
残
念
な
が

ら
、
本
年
１
月
14
日
に
死
去

さ
れ
ま
し
た
。�

（
Ｓ
・
Ｎ
）

歯
　
鏡




